
MPVシリーズ 1面鏡
ミラーキャビネット
取付説明書

1ＰＭＢ－０９52（15121）

MPV-601XF(U)(-G)
MPV-751XF(U)(-G)
MPV-601Y(U)(-G)
MPV-751Y(U)(-G)
MPV(1)-601YJ(U)(-G)
MPV(1)-751YJ(U)(-G)

■付属部品 ■寸法図 （単位：ｍｍ）（□にチェックしてください）

取付前の注意
●取付けに際しては必ずこの取付説明書に従い正しく取り付けてください。
※この取付説明書に記載されていない方法で取り付けられ、それが原因で故障を生じた場合は、商品の保証をいたしかねますので、十分ご注意ください。
※不適切な接続や固定が不完全な場合は、火災や漏電の恐れがあります。

●「保証書（取扱説明書裏表紙）」は貴店名、取付日を忘れずに記入の上、必ずお客さまにお渡しください。
●取付業者さまは、商品に欠陥を生じさせる可能性などを有しているゆえに、取付業者さまが欠陥を生じさせた場合は過失責任を負うことを十分認識いただき、お客さまが安
全で快適にご使用できるようにご協力ください。

●付属部品の内容と数量が合っていることを確認してください。

作業前にこの項目をよくお読みいただき、正しく取り付
けしてください。

改造はしないでください。また、修理技術者以外の
人は、分解したり修理したりしないでください。

電源プラグ付コードなど各配線に、以下のこと
をしないでください。
傷つける・無理に曲げる・無理な力を加える・
束ねる・重いものを載せる・挟み込む
※火災、漏電や故障の恐れがあります。

Xタイプ（照明2灯）
MPV-601XF(U)(-G)
MPV-751XF(U)(-G)
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Ｙタイプ（照明1灯）
MPV-601Y(U)(-G)、MPV(1)-601YJ(U)(-G)
MPV-751Y(U)(-G)、MPV(1)-751YJ(U)(-G)
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MPV-601XF(U)(-G)

MPV-751XF(U)(-G)

MPV-601Y(U)(-G)

MPV-751Y(U)(-G)

MPV(1)-601YJ(U)(-G)

MPV(1)-751YJ(U)(-G)

□本体固定用ねじ 
  (特平ねじφ4×60mm)

□化粧キャップ(小)

□本体固定用ねじ
   (トラスねじφ4×50mm)

□本体固定用ねじ
   (トラスねじφ4×50mm)

□化粧キャップ(大)

□化粧キャップ(四角)

□トレイ(フック付き)

□トレイ(中央)

□トレイ

□電球型蛍光ランプ

□LED電球

□照明カバー

□取扱説明書・取付説明書
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「してはいけません！」
（一般的な禁止記号です。）

「分解してはいけません！」

「指示通りにしなさい！」
（一般的な行動指示記号です。）

取扱いを誤った場合に、使用者が死亡
または重傷を負う危険な状態が生じる
ことが想定されます。

取扱いを誤った場合に、使用者が軽傷
を負うかまたは物的損害のみが発生す
る危険な状態が生じることが想定され
ます。

電源は必ず専用の回路を設けて接続してくだ
さい。また、電源は110V、15Aまたは、20A
の過電流遮断器の設置された回路と接続して
ください。
※火災などの恐れがあります。

直結接続を行う場合は、必ず直結配線タイプ（品
番末尾「-G」）にて確実に接続を行ってください。
標準タイプ（電源プラグ付コード仕様）の電源プ
ラグ付コードを切断したり取り外したりして直
結接続をしないでください。
※電源プラグ付コードを切断するなどの不適切
な接続は火災、漏電や故障の恐れがあります。

※標準タイプから電源プラグ付コードを取り外
すと、取り外す際に渡りコードが緩み、発熱、
発火の恐れがあります。

電源プラグ付コードは、取付方法に記載された
指定箇所より取り出し、キャビネット本体と壁
の間に挟み込まないようにしてください。
※鏡や扉のひずみなど商品に悪影響が生ずる恐
れがあります。

※挟み込まれたコードから火災、漏電や故障の
恐れがあります。
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Y タイプ：110(80)
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※別途、下表のAYボルト及び、取付ビスキャップ
を手配してください。

壁面

壁面 壁面

壁面 壁面

ミラーキャビネットは平らな壁面に取り付けてください。
※窓などの開口のある部分や壁面から隙間をあけて取り
付けするとホコリなどの堆積や、ご使用される方がミ
ラーキャビネット裏の配線に手を触れることで火災や
感電の恐れがあります。

※変色や変形、ヒビ割れを起こす恐れがあります。

※変色や変形、ヒビ割れを起こす恐れがあります。

※人体に影響が出たり、使用部材の損傷や劣化の原
因になります。

※端部のバリがあると電源線を傷つけ、火災・感電
の恐れがあります。

※誤った配線工事は、感電や火災、故障の原因にな
ります。

●電源コンセントの位置は、プラグコードの届く範囲
で、床面より高く水のかからない場所に設定してく
ださい。
※誤った配線工事は、感電や火災、故障の原因にな
ります。

●電源コンセントの位置は本体の裏面には設置しな
いでください。
※点検・確認ができない場所にコンセントを設け
ると、万一ホコリや湿気などでトラッキングが発
生した場合に火災の恐れがあります。

※火災、変形や変色、ヒビ割れを起こす恐れがあります。

電源プラグを抜くときは、コード部分を持たず
に必ず先端の電源プラグを持って引き抜いてく
ださい。
※火災、感電の恐れがあります。

電源プラグをコンセントに接続する際は、コー
ド部分の黒ラインが入っている側の刃（アース
側）をコンセントの長穴（アース側）に合わせて
差し込んでください。
※刃を逆向きに接続した状態で照明を交換しソ
ケット部分に触れると、感電の恐れがあります。

AYボルト
品名

取付ビスキャップ
※Xタイプの場合のみ

#KB-4×60T(AY)
品番

#BM-MFTX-BCS2

3セット
数量

4個
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取付方法

※ミラーキャビネット本体の切欠部（上左右3カ所いずれか）から電源コードを
取り出すこと。

①バックガード上面にミラーキャビネット本体を設置します。

※トレイを傷つけないよう注意！

②ミラーキャビネット本体を壁にねじ固定し、化粧キャップを
取り付けます。

③付属の電球をソケットに取り付けます。 ④照明カバーを取り付けます。

＜直結配線タイプの場合＞
●電源線をコンセント開口部から引きこみ
ながら設置してください。
●スイッチコンセントがぐらつかないよう
に、テープ（マスキングテープなど）で仮止
めを行ってください。

（品番に「U」が付く場合）
鏡の保護シートは、はがさないでください。
※この鏡には特殊なコーティングが施してあり、
傷がつきやすくなっています。

〈直結配線タイプの場合（品番末尾「-G」）〉
①スイッチコンセントのプレートを
取り外します。

②スイッチコンセントを取り外します。
※配線されている線は抜かないでください。

③電源線を取り出します。

Xタイプ（照明2灯）の場合 Yタイプ（照明1灯）の場合

マイナスドライバー

溝に差し込む。

スイッチコンセント

プラスドライバー

手回しで外すこと。

スイッチコンセント

ねじ

本体を傷つけないように注意！ なくさないでください！
※ねじはコンセントのねじ穴に入れ、プレートを
はめ込み1つにまとめておく。

ナットを本体裏に落とさ
ないよう注意する。

ソケット (1) 照明カバーのつめ部を穴
に差し込む。

(2)「カチッ」と音がなるまで
下げて取り付ける。

トラスねじφ4×50mm
化粧キャップ（大）

特平ねじφ4×60mm
化粧キャップ（小）

取付ビスセットは
右下収納トレイ
に入っています。

取付ビスセットは
右下収納トレイ
に入っています。

●左右のチリを合わせる。
●隙間がないこと。
※浸水しやすくなります。

トラスねじφ4.0×50mm
化粧キャップ（四角）

●左右のチリを合わせる。
●隙間がないこと。
※浸水しやすくなります。

電源線
ＶＶＦ（単線）
φ１.６ｍｍまたはφ２.０ｍｍ

〈取外し方法〉
奥を押し下げながら手前
を持ち上げ、収納トレイ
のツメを外します。

〈取付方法〉
収納トレイのツメを穴に   
引っかけて、取外しと逆   
の手順で取り付けます。   

●トレイを取り外してから
ねじ固定すること。
（中段トレイ左右2箇所）
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取付後の確認

製品についた汚れは、やわらかい
きれいな布で拭いてください。

■キャビネット本体の確認
①キャビネットの固定ねじが十分に締まっていること、緩みがないことを確認してください。
②キャビネット自体にゆがみ、ガタツキがないこと、壁とキャビネットに隙間がないことを確認してください。
③ミラーキャビネットと化粧台バックガード部に隙間がないことを確認してください。

■照明の動作確認
ミラーキャビネットの電源プラグ付コードを建築側の電源コンセントに差し込み、スイッチボタンを押して、照明が動作することを確認してください。

●電気工事は電気設備技術基準、内線規程など関連する法令・規定に従って必ず電気工事士の資格を有する者が適切な方法で行ってください。
※無資格者の工事や、電気工事士による不適切な工事は、火災や漏電を引き起こす恐れがあるほか、関係法令により処罰されることがあります。

●直結接続を行う場合は、必ず直結配線タイプ（品番末尾「-G」）にて確実に接続を行ってください。
　標準タイプ（電源プラグ付コード仕様）の電源プラグ付コードを切断したり、取り外したりして直結接続をしないでください。
※電源プラグ付コードを切断するなどの不適切な接続は、火災、漏電や故障の恐れがあります。
※標準タイプから電源プラグ付コードを取り外すと、取り外す際に渡りコードが緩み、発熱、発火の恐れがあります。

直結配線の方法

■配線図

①電源線が取り出され、以下の状態になっていることを
確認します。

②電源線を以下のように加工します。

③電源線をコンセントの裏側に差し込んでください。 ④配線を中に収め、元通りに取り付けてください。

※一本ずつ軽く引っ張り、正確に接続されているか否か必ず確認すること。

※必ず先端が奥に突き当たるまで確実に差し込むこと。 ※電源線が長すぎて収まらない場合は、コンセントから電源線を抜いて適切な長さに
　切断し、②からやり直してください。

●プレートの取外し方⇒取付方法〈直結配線タイプの場合（品番末尾「-G」）【3ページ】〉
※ねじはコンセントのねじ穴に入っています。

Xタイプ（照明2灯） Ｙタイプ（照明1灯）

外皮剥き寸法銅線出寸法
50ｍｍ10ｍｍ

スイッチコンセント

ＶＶＦ(単線)白
黒 φ１.６ｍｍまたはφ２.０ｍｍ

コンセント

スイッチ

電源線

手回しで締めること。

コンセント枠にはめ込む。

ねじ

プラスドライバー

プレート

ＶＶＦ(単線)
φ１.６ｍｍまたはφ２.０ｍｍ

電源線
ＶＶＦ(単線)
φ１.６ｍｍまたはφ２.０ｍｍ

電源線

※-Ｇ付の場合
電源プラグはありません

※-Ｇ付の場合
電源プラグはありません


